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■ 概要説明(課題、目的、背景)

令和元年度に地元のケーブルテレビ事業者から、地域課題の解決に向けて、無線通信
（LPWA）やIoTセンサーの活用について提案があった。

このことから、情報担当部署において各課で抱える課題事項の調査を実施したところ、施設
の利用者数や属性情報の把握、イベント参加者の正確な数値化など、様々なニーズが浮かび上
がった。

当初は人物属性分析カメラ等による人数カウントを試行したが、電源を確保するため設置場
所の制約があることや、1か所あたり50万円以上のコストがかかること、入口が複数あるイベ
ント会場での測定の難しさなど、様々な課題が明らかになり断念。

【カウントセンサー】 【人物属性分析カメラ】 【利用者数】 【人物属性】
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■ 実施概要(取組、結果)

令和4年度にスマートフォンのＧＰＳを活用
した人流分析サービスを用いた実証実験を実
施。センサーよりも詳細なデータ取得が可能
であることを確認。

令和5年度から人流データの全庁的な活用を
開始し、観光・文化、福祉、防災など24の事
業で分析を実施。分析結果を基に事業の見直
しやデジタル田園都市国家構想交付金のＫＰ
Ｉ等に活用。

年度末に人流分析の報告会を開催し、各課
の活用事例や課題を共有するとともに、庁内
ポータルサイトで、各課の分析結果を職員が
閲覧できるようにしている。

→ 各課の取組を組織全体で共有すること

により、人流データの有効な活用を促進

【令和５年度に実施した２４事業】

【勉強会・報告会】 【ポータルサイト】
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■ なぜ人流データを使おうと思ったか、どのように知ったか

令和4年度に複数のキャリアからスマートフォンのＧＰＳを活用した人流分析サービスの提
案があり、地元のケーブルテレビ事業者と連携して実証実験を実施。

曳山まつりや花火大会での検証を通じて、人数のカウントだけでなく、来訪者の属性や移動
経路など、より詳細なデータが取得できることを確認した。

新湊曳山まつり
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■ 実施体制・予算

各業務担当課における「人流分析サービス」の利用希望業務を未来創造課ＤＸ推進班で取り
まとめ、一括して地元のケーブルテレビ事業者に人流分析に関する業務を委託。

 → 職員は施策立案に集中できる体制を構築

未来創造課が予算を一括で確保し、各課が活用しやすい環境を整備。

 → 部署単位での予算確保の負担を軽減

射水市役所

未来創造課

各業務担当課

業務委託

利用希望のとりまとめ

勉強会・報告会の開催
ヒアリング・レポート作成

【人流分析サービスの実施体制】
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■ 活用して良かった点、足りないと感じた点

・ケーブルテレビ事業者の協力により、実証実験において効果検証をした上で、予算要求を

行えた。

・データの可視化により、これまで感覚値や目視に頼っていた来訪者数や属性情報を、客観

的なデータとして把握できるようになった。

・日本全域が分析可能な対象エリアであり市外との比較や、過去データ（２０１８年１月以

降）との比較など、様々な分析ができる。

・未来創造課で利用業務の取りまとめから予算要求まで一括して実施したことや、分析ツー

ルを使った作業をケーブルテレビ事業者に業務委託したことで、業務担当課が人流データ

を利用しやすい環境を構築できた。

良かった点

足りない点

・分析ツールの仕様で、２０歳未満のデータが対象外となっている。また外国人旅行者の

データも対象外である。

・統計的な知識が必要な分析や、データに基づく将来予測・シミュレーションまで実施でき

ていない。

・現状把握はできても、施策立案や効果検証までつなげられている部署が限られている。
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■ 次年度以降の展望

有識者の知見も活用しながら専門的な分析スキルも補完していきたい。

２０歳未満のデータ

人流データの利活用

ケーブルテレビ事業者において、AIを活用し、国勢調査データや市のオープンデータ等から
20歳未満のデータを推計する手法を検討している。

専門的な知識

ＥＢＰＭ（エビデンスに基づく施策立案）の推進を目指し、外部専門人材の活用や、勉強
会・報告会などを通して、データの解釈から仮説を立て、解決策を立案し実行することができ
る職員を増やし、人流データの利活用について、組織内で定着するように取り組んでいきたい。
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